
感染拡大防止対策について

直近の感染拡大の主な要因
① 20代～50代の青・壮年層で増加
② 主に中部地区・那覇南部地区に感染が

集中。加えて、スポーツ合宿による県外
移入例が発生

③ クラスター：歓迎会等飲食関係２件、
福祉施設２件、家族内２件発生

④ 飲食関係の感染が増加傾向
（模合・歓迎会・職場の打上等）
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主な判断指標の状況
県内の医療体制 県内の感染状況 注目すべき指標

療養者
数

病床占
有率

重症用病
床占有率

新規感染者
数（週）

感染経路
不明割合

検査
陽性率

入院者
数

中等症
以上数

現在
3/18

328人 52.1％ 27.3％ 213人 49.8％ 2.5％ 146人 60人

終了時
2/28 267人 52.3％ 5.9％ 111人 29.7％ 1.8％ 174人 60人

第４段階
基準 329人

超
70％超 60％超 211人超 70％超 7％超
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（1/22）

（1/22）

（2/3）
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３月、４月の移動に伴う感染リスクについて

○島しょ県であるため、進学、
就職、転勤等による移動が増加

○移動に伴う会食等の増加
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急速な感染拡大を防ぐための

重点的な感染防止対策の実施

① 県民の往来について

③ 職場内について

② 飲食・会食について

5



① 県民の往来について

○事前の十分な健康観察と会食を控えるなど感
染防止対策の徹底を

○出発地においてPCR検査の受検を！
那覇空港に検査体制「NAPP」を整備
誰でも安価でPCR検査を受けられる体制を整備

○帰省者に受検の呼びかけを

○入域後２週間は、健康観察期間としマスクの着用、
体調管理の徹底

○離島への往来については、特に注意を
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② 飲食・会食について

○歓送迎会等は自粛を

○４人以下、２時間以内
同居家族等や普段一緒にいる方と

○飲食時以外はマスクの着用
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③ 職場内について

○体調不良時は、
出勤しない・させない

○居場所の切り替わる
休憩室・喫煙室・洗面所は特に注意

○感染予防に対する幹部職員の
リーダーシップ、責任感

8



特に感染防止対策の必要な

季節的なイベント等について

② 卒業旅行等

① 卒業・入学式、入社式等

③ 入学・転勤等
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① 卒業・入学式、入社式等について

○時間差・分散・WEB開催の検討を

○マスク着用、手洗い・消毒、換気等
の感染防止対策を徹底

○人との間隔を十分に確保する

○式典後の密集は避ける
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○大人数の旅行、及び旅行メ
ンバー以外との交流は控える

○混雑した場所は避ける

② 卒業旅行等について
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○異動時期は柔軟に分散化

○進学・就職のための見送りは、
少人数で

○引越しの付き添いにも注意を

③ 入学・転勤等について
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感染拡大防止及び予防対策の強化

（1）検査体制の拡充

（3）ワクチン接種の取り組み

（2）変異株対策について
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① エッセンシャルワーカー対策
○PCR検査強化事業
介護従事者（約900施設）
医療機関へ補助（135施設）

○障害者福祉施設、保育施設従事者も支援を拡充

② 水際対策
○那覇空港PCR検査（NAPP）

県外からの来訪者、離島へ向かう人
学生の検査料金値下げ（学割）導入

（1）検査体制の拡充
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③ 市中感染対策

○PCR希望者検査事業
現在５施設で検査可能

○モニタリング調査（内閣官房）実施予定

学生、事業所、空港等幅広く検査を準備中

（1,000～1,500件/週）

（1）検査体制の拡充
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発生動向調査事業

○２月より県衛生環境研究所にて検査を実施

○県外からの渡航者及びその接触者クラス
ター事例等の検査を強化

○空港PCR検査事業
空港PCR検査における変異株検査を準備中

（2）変異株対策について
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① 医療従事者に対する接種
３月５日開始
５月上旬には多くの医療従事者の１回目の接種が行われる見込み

② 高齢者向け接種
４月12日の週にうるま市、宮古島市で接種開始
５月上旬にはすべての市町村で接種開始できる見込み
６月中にすべての高齢者分のワクチンが確保できる見込み

③ 沖縄県新型コロナウイルスワクチン
専門相談コールセンター
３月15日開始。☎ 098-894-4856 （毎日９時～17時）
副反応等、医学的知見を必要とする専門的相談に対応
接種予約や接種券等の質問、基本的な質問は市町村が対応

(3)ワクチン接種の取り組み
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県境をまたぐ往来について
来訪者の皆様へ

○出発２週間前からの十分な健康観察と会
食を控えるなど感染防止対策の徹底を

○出発前３日前を目安に、出発地において
PCR検査の受検を

本県入域前に、受けられなかった場合に備え、那覇空港に
検査体制「NAPP」を整備

○リゾートバイト等で来訪する場合は、事前に
受検を（雇用者も積極的な受検の呼びかけを）
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感染防止対策に配慮した

県独自の当面の経済対策等について

① ハピ・トク沖縄クーポン（第２弾）

③ 一時支援金のサポート等

② おきなわ彩発見ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（第3弾）等

④ 緊急小口資金等の特例貸付
19



○20％のプレミアム付きクーポン券

○飲食業、小売業、宿泊業、タクシー、
理美容業など、
幅広い事業者が対象（登録店舗受付中）

実施時期：4月1日～6月30日
問合せ先：098-953-4222

(ハピ･トク沖縄クーポン事務局 コールセンター)

① 「ハピ・トク沖縄クーポン」第２弾
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○おきなわ彩発見ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（第3弾）
宿泊を伴う県内旅行の促進
実施時期：3月10日～4月30日
問合せ先：098-851-9544

（おきなわ彩発見キャンペーン事業事務局）

○おきなわ彩発見ﾊﾞｽﾂｱｰ促進事業
ﾊﾞｽﾂｱｰ等による県内旅行の促進
実施時期：4月中を目途に再開予定

○おきなわ観光体験支援事業
沖縄観光体験商品の利用促進
実施時期：4月下旬から実施予定

② おきなわ彩発見ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（第3弾）等
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○国の一時支援金等の相談・サポート窓口を設置
実施時期：3月15日より実施中
問合せ先:098-859-6237(沖縄県産業振興公社)

○県産品利用促進応援プロジェクト
県産土産品や農林水産物の学校給食等への提供

実施時期：4月1日より実施予定

Eｺﾏｰｽによる県外向け県産品送料支援

実施時期：4月中旬以降に実施予定

③ 一時支援金のサポート等
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○新型コロナウイルス感染症の影響により収入が
減少した世帯を対象とした緊急小口資金等の特
例貸付の受付期限を令和３年６月末まで延長
・緊急小口資金 ２０万円以内
・総合支援資金 単身世帯 月１５万円以内

複数世帯 月２０万円以内
初回３月、延長３月

・総合支援資金（再貸付）
緊急小口資金及び総合支援資金の貸付を終了してなお、

生活に困窮している世帯は再度３月以内の貸付が可能

○問合せ先：お住まいの市町村社会福祉協議会

④ 緊急小口資金等の特例貸付
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〇：当初予算 ◇：２月補正 ☆：３月補正

※ ２月補正（明許繰越）計上

◇ プレミアムクーポンによる県内需要喚起
◇ 宿泊を伴う県内旅行の促進（「家族でStay Hotel」含む） ※
◇ バスツアー等による県内旅行の促進 ※
◇ 観光施設、アクティビティ・観光体験の利用促進
◇ Eコマースによる県外向け県産品販売促進支援
◇ 官民連携による県産品消費促進キャンペーン
○ 学校給食等への県産品提供に対する支援
○ 県産農林水産物の学校給食への食材提供及び公共施設等

での飾花活動支援
○ 雇用調整助成金への上乗せ助成
○ 企業間の出向マッチング支援
○ 県産生鮮品の県外出荷支援
◇ 県管理空港の着陸料に対する支援
◇ 時短営業に係る協力金（緊急事態宣言の延長に伴う追加分含む） ※

経 済 対 策 206.２億円

7.5億円

5.3億円

1.9億円

3.0億円

1.0億円

0.3億円

1.2億円

2.0億円

4.6億円

0.2億円

0.2億円

0.8億円

178.2億円

【生活者支援】
○ 福祉事務所や自立相談支援機関における相談体制の強化
○◇住居確保給付金の給付、生活保護制度による生活支援
◇☆緊急小口資金の特例貸付け

【事業者支援】
○ 県内中小企業者の資金繰りの支援(県単融資）
○◇信用保証料の補てん
○ 事業者に対する相談支援

セ ー フ テ ィ ネ ッ ト

237.9
億円

530.6
億円
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新型コロナウイルスの感染経路とその回避策

接触、飛沫、マイクロ飛沫により、感染するおそれがあります。
感染リスクを回避する感染防止対策を徹底しましょう！

令和３年２月27日沖縄県新型コロナウイルス感染症対策本部発信

ウイルスが付着した場所に触れた手で、
自分の口や鼻に触れる

感染者が咳・くしゃみ・発声等で飛ば
した飛沫を吸い込む

微細な粒子となって浮遊している
ウイルスを吸い込む
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直近の感染拡大実例からみる対策①【帰省編】
帰省者との親族間交流

【帰省】
・帰省２週間前から会食等感染リスクの高い行動を
さけるなど感染防止対策を行う。

・出発３日前を目安に、出発地においてＰＣＲ検査
等を受検する。

（那覇空港においても、入域前に受けられなかった
場合に備え「ＮＡＰＰ」で受検出来る体制を整え
ています）

※3/19より学割キャンペーン開始
・沖縄到着後も２週間は、健康観察期間として自宅
でのマスク着用など体調管理を行ってください。

令和3年3月19日発信

Ａ家

Ｂ家

数日後に別の親族との交流（会食）

●類似の事例で約20名の感染のつながりが
確認されている。

望ましい（必要な）対策
①の帰省にあわせた親族間会食による感染

【家庭内】※家庭内感染を防ぐのは難しいので
・高齢者等と接する時は、家でもマスク着用
・手洗い、うがい、検温等の新しい生活様式を徹底
・体調不良時は、療養し外出を控える。

①

②
Ｃ家

Ｄ家
②Ｂ家

③

③
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直近の感染拡大実例からみる対策②【模合編】
同級生との会食・カラオケ

【会食・カラオケ】
・普段あわない同級生との会食は控える。
・少人数（４人以下）・短時間（２時間以内）で実施
・体調不良者は参加しない・させないこと
・シーサーステッカー登録店舗を利用する。
・カラオケ中もマスクの着用を忘れずに
・飲食時以外はマスクの着用をお願いします。

同居家族

【福祉施設】※業務の内容上接触回避が困難なので
・体調不良時は、早期にかかりつけ医や
県コールセンターに相談をお願いします。

・休みやすい職場環境の整備をお願いします。

社会福祉施設

令和3年3月19日発信

水曜日

金曜日 他４名参加

望ましい（必要な）対策

※連日の飲み会により広範囲に
感染拡大

【家庭内】※家庭内感染を防ぐのは難しいので
・高齢者等と接する時は、家でもマスク着用
・手洗い、うがい、検温等の新しい生活様式を徹底
・体調不良時は、療養し外出を控える。

※20代～
50代が主

※ここで感染のリンクを断てると拡大しない

①

①

Ｂ Ｃ

Ｃ

●類似の事例で90名を超える感染のつなが
りが確認されている。

27



直近の感染拡大実例からみる対策③【職場・歓迎会編】

職場での歓迎会
【歓送迎会等】
・上司や取引先からのお誘いは断りづらい
歓送迎会等の職場会食は自粛をお願いします。

・会食はいつも一緒にいる方と
少人数（４人以下）・短時間（２時間以内）の実施

・体調不良者は、参加しない・参加させない
・会食参加後は、いつも以上の健康観察を

職場内感染

令和3年3月19日発信

Ａ社

Ｂ社

○①は市中感染（感染経路不明）
望ましい（必要な）対策

【職場内】
・屋内ではマスク着用、特に休憩時や喫煙時に注意
・体調不良時は、出勤しない・させない
（休みやすい職場環境の整備をお願いします）
・会議や会合は、距離が取れ換気できる場所で開催
※ここでリンクを断てると拡大しない

②

②

※歓迎会に関連
会社を誘って開催

①社内に感染が拡大するだけでなく、関連会社
②社にも感染が伝播してしまった。

※幹部職員の感染予防に関するリーダーシップが重要

①

職場内は、換気等の対策をして
いたが、上司ＡがＢにマスク無し
で接触

●類似の事例で10名以上の感染のつながり
が確認されている。

Ａ社
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沖縄県では来県前のPCR検査を推奨中

事情により事前に検査が受けられなかった方

那覇空港PCR検査プロジェクト
（Naha Airport PCRtest Project ：NAPP）

唾液検体採取によるPCR検査体制整備

出発地での事前検査にご協力を！

沖縄県在住者：５,０００円 沖縄県外在住者 ：７,０００円
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予約はこちらから

学生PCR検査応援キャンペーン

学生：３,０００円（現金のみ）

３月19日（金）から
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安価で検査を受けられる体制の整備

令和３年３月19日時点
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